
 

 

 

 

 

 

脱臭用活性炭（1）購入仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件 名  脱臭用活性炭（１）購入  

場 所  荒川水循環センター（戸田市笹目地内）ほか 

期 間  契約日～令和９年３月１６日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人埼玉県下水道公社 

 



１ 趣 旨 

 

 

 

２  規 格 等 

 

 

３  規格の順守 

 

 

 

４  品質 の報 告及び

分析等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  納 入 場 所 び納 入

数量等 

 

６ 納入方法等 

 

 

 

 

この仕様書は、公益財団法人埼玉県下水道公社（以下「公社」とい

う。）が購入する脱臭用活性炭（以下「活性炭」という。）について、必要な

事項を定めるものである 

 

契 約 者 は、別 紙 -1 に基 づく活 性 炭 を納 入 するものとし、その試 験 方 法

は、JIS K 1474 に準ずる方法とする。ただし、吸着量は除く。 

 

契 約 者 は、別 紙 -１ に基 づく活 性 炭 を納 入 するものとし、その試 験 方 法

は、JIS K 1474 に準ずる方法とする。ただし、吸着量は除く。 

 

契約者は、活性炭の規格を遵守し、規格外の活性炭を納入しないこと。

また、規 格 外 の活 性 炭 を納 入 したため、明 らかに契 約 者 の責 に帰 すべき

障害を生じた場合は、契約者が障害の復旧の責任を負うものとする。 

 

納入品の報告等は、次のとおりとする。 

（1）品質の報告 

契約者は、活性炭納入時に別紙－２による性状分析を行った出荷

報 告 書 （ 品 質 試 験 成 績 書 を含 む） を提 出 すること。なお、公 社 は、必

要により工場立会検査を実施することがある。 

（2）交換後の臭気測定 

契約 者は、活性 炭の交 換後 、活性 炭 吸着 塔の入口 及び出 口にお

ける臭気測定を行うこと。 

測 定 方 法 は、ガス検 知 管 方 式 とし、硫 化 水 素 、メチルメルカプタ

ン、アンモニア等の濃度を測定し報告すること。 

（3）臨時の分析 

公 社 が必 要 と認 める場 合 、臨 時 の活 性 炭 分 析 を契 約 者 の負 担 に

より行わせることが出 来 るものとする。なお、分 析 機 関は公 社が指 定

できるものとする。 

 

 活性炭の納入場所及び納入数量等は、別紙-３のとおりとする。 

 

納入方法及び注意事項等は次のとおりとする。なお、納入にあたっては

硫化水素発生個所であることに留意し、転落、墜落の危険性を十分認識

した上で、次にあげる注意事項等を遵守し安全に行うこと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）活性炭の納入等については、現地への搬入及び吸着塔内の活性

炭の交換作業を行うものとする。また、パッキン類の消耗品について

は、契約者が負担し交換すること。 

交換作業においては、圧密が掛からないようにカートリッジ内等に

充填し、表面を平に均すこと。納入方法等は次のとおりとする。 

（2）活性炭交換の実施日は、脱臭設備が停止となるため、事前に協議

し決定すること。また、停止時間が最短となる工程で行うこと。 

（３）活性炭交換時には、粉塵が飛散しないように養生を行うとともに、

吸着塔内の清掃を行うこと。 

（４）脱臭設備の諸電源の入切やバルブの操作等行う場合は、公社職

員および契約者で確認し実施すること。 

（５）納入に際しては、原則として公社職員の立会のうえ行うものとする。 

（６）納入する活性炭は新炭とする。 

（７）契約者は、納入（交換）により発生した、使用済み活性炭を引き取

り再生すること。 

使用済み活性炭を産業廃棄物処分する場合は、関係法令に基

づき適正に処分するとともに、マニフェスト（写）を提出すること。 

なお、現在使用している活性炭の納入時の性状は別紙-4 のとお

り。 

(８）納入品の交換終了後は、設備の試運転を実施すること。 

(９）納入品に異常があった場合は、速やかに取替等の処置や活性炭の

分析などを講ずること。 

(10）納入時に腐食や破損箇所等見つかった場合、写真を撮り、報告書

に含めること。 

(11）作業中に異常があった場合は、作業を中断し直ちに公社に連絡す

ること。 

(12)有害ガスの飛散その他事故が発生した場合は、直ちに公社に連絡

するとともに必要な応急措置を行うこと。 

(13)酸素欠乏危険作業場所及び類似の危険作業においては、法令で

定められた作業主任者講習や特別教育終了者以外の者が業務に

就かないこと。また、作業主任者を選任すること。 

(14) 高所及び地下における作業は、転落に十分注意し、必要な安全

対策を講じること。特に高所における作業で労働安全衛生法定義の

高所作業に基づき、交換作業前に作業床設置等の安全対策を実



 

 

 

 

 

 

７  計   量 

 

 

 

 

 

 

 

８  納入期限 

 

９  安全対策等 

 

 

 

 

 

10 提出書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施する場合、枠組足場等を設ける場合は、「手すり先行工法に関す

るガイドライン」(厚生労働省)によるものとし、足場等の組立てについ

ての種類、機材性能、使用方法等については「手すり先行工法によ

る足場設置基準」によるものとする。なお活性炭交換後は設置した

作業床等は撤去し、原状回復すること。 

 

契約者は、納入時に重量証明を提出するとともに、必ず水循環センタ

ー内に設置してある計量器（検定合格器）を用いて積載量（総重量・空

重量）を計量するものとする。ただし、計量器が故障、停電、点検等によ

り計量ができない場合は、契約者の負担により他の計量器（検定合格

器）を用いて計量するものとする。 

なお、この場合においては、当該計量器の検定書の写しを提出するもの

とする。 

 

納入期限は、令和９年３月１６日までとする。 

 

（1）活性炭の交換にあたっては、労働安全衛生法等の関係法令を厳守す

ること。 

（2）契約者は、道路上で作業を行う場合、埼玉県の「道路工事現場にお

ける標示施設等の設置基準」に準じて、作業中標示看板を設置する

こと。 

 

納入者は、次の書類について提出するものとする。 

（１）製品安全データシート（契約後速やかに） 

（２）工程表（事前協議後速やかに） 

（３）実施計画書 

（４）性状分析結果（活性炭交換時まで） 

（５）作業報告書 

・写真（作業写真、交換部品等） 

・臭気測定デ－タ 

・計量表 

（６）道路使用許可（写） 

（道路上で作業を行う場合） 

（７）リサイクル証明等、発生材に関する資料 



 

 

 

11  環 境 配 慮 へ の

取り組み 

 

 

12 そ の 他 

 

（８）構内電気使用(廃止)届出書 

（移動用発電設備等や構内電気設備から電源を使用する場合） 

 

環境負荷の低減や汚染・事故の防止、環境管理体制の確立を図るとと

もに、地域住民への信頼性の向上を図ることを目的として、公社が行う環

境に配慮した活動に積極的に参加すること。 

 

この仕様書に定めのない事項に関しては、公社、契約者が協議のうえ

定めるものとする。 



別紙－１ 活性炭の規格 

１－１ 活性炭（ヤシ殻系 破砕炭） 

（１） 中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 500～620ｇ/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 95％以上 

３ 硬度 90％以上 目標 98％以上 

４ 硫化メチル吸着量 4％以上 

 

（２） 酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 430～520ｇ/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 95％以上 

３ 硬度 90％以上 目標 98％以上 

４ 硫化水素吸着量 30％以上 

 

（３） ヨウ素活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 460～540ｇ/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 95％以上 

３ 硬度 90％以上 目標 98％以上 

４ 硫化メチル吸着量 4％以上 

５ 硫化水素吸着量 30％以上 

 

１－２ 活性炭（ヤシ殻系 ペレット） 

（１） 中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 460～520ｇ/L 

２ 粒度 4～6 メッシュ 95％以上 

３ 硬度 90％以上 目標 98％以上 

４ 硫化メチル吸着量 7％以上 

 

（２） 酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 430～520ｇ/L 

２ 粒度 4～6 メッシュ 95％以上 

３ 硬度 90％以上 目標 98％以上 

４ 硫化水素吸着量 30％以上 

 



別紙-２ 性状分析の項目 

（１） 中性ガス用活性炭（添着炭、ペレット） 

 分析項目 

１ 充填密度     （ｇ/L） 

２ 粒  度      

３ 硬  度      

４ 硫化メチル吸着量  （％） 

５ ｐＨ 

 

（２） 酸性ガス用活性炭（添着炭、ペレット） 

 分析項目 

１ 充填密度     （ｇ/L） 

２ 粒  度      

３ 硬  度      

４ 硫化水素吸着量  （％） 

５ ｐＨ 

 

（３） ヨウ素活性炭（添着炭） 

 分析項目 

１ 充填密度     （ｇ/L） 

２ 粒  度      

３ 硬  度      

４ 硫化メチル吸着量  （％） 

５ 硫化水素吸着量  （％） 

６ ｐＨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙-３-１

支社名  荒川左岸南部支社

場　所 数量(kg)

入口 出口

1  沈砂池脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 6,320

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）6,320 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 6,320

2  管理本館排気塔 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 210

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） 225

酸性ガス用（添着炭） 225

3  第１系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 5,900

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）5,900 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 5,900

4  第２系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 6,300

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）6,300 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 6,300

5  第３系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 7,100

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）7,100 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 7,100

6  第４系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 7,060

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）7,060 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 7,060

7  第５系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 8,520

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）8,520 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 8,520

8  第６系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 8,400

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）8,400 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 8,400

9  第７系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 8,160

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）8,160 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 8,160

10  第８系列水処理脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 7,592
一部昨年度
購入分を使

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）8,760 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 8,760

11  雨水沈殿池脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 2,070

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） 2,070

12  第２汚泥脱水機棟脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 0
昨年度購入
分を使用

(ヤシ殻系ペレット炭) 酸性ガス用（添着炭） 0
昨年度購入
分を使用

契約日～1月 検

検

検

契約日～1月

検契約日～1月 検

契約日～1月

契約日～1月 検

検

検

契約日～1月 検

契約日～1月 検 検

契約日～1月 検 検

検契約日～1月 検

臭気測定

検

契約日～1月 検 検

脱臭用活性炭　納入場所及び納入数量一覧

№ 活性炭の種類

検

検 検

検

購入
（交換）
希望時期

交換後名　称

契約日～1月 検

備考

契約日～1月 検



別紙-３-２

支社名  荒川左岸南部支社

購入量(kg)

入口 出口

13  第２汚泥脱水機棟電気室給気浄化設備 荒川水循環センター 酸性ガス用（添着炭） 576

(ヤシ殻系破砕炭)

14  第２汚泥脱水機棟コンベア室脱臭設備 荒川水循環センター 酸性ガス用（添着炭） 3,000

(ヤシ殻系破砕炭)

15 重力濃縮槽脱臭設備 荒川水循環センター 中性ガス用（添着炭） 6,760
昨年度は
破砕炭

(ヤシ殻系ペレット炭) 酸性ガス用（添着炭） 6,750
昨年度は
破砕炭

※年2回交換、数量は2回分 酸性ガス用（添着炭） 6,750
昨年度は
破砕炭

16  重力濃縮棟電気室給気浄化設備 荒川水循環センター 酸性ガス用（添着炭） 144

(ヤシ殻系破砕炭)

17  日進中継ポンプ場脱臭設備 日進中継ポンプ場※ 中性ガス用（添着炭） 650

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） 435
一部昨年度
購入分を使

酸性ガス用（添着炭） 750

18  鴨川中継ポンプ場脱臭設備 鴨川中継ポンプ場 中性ガス用（添着炭） 600

(ヤシ殻系ペレット炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）525 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 525

19  南部中継ポンプ場脱臭設備 南部中継ポンプ場 中性ガス用（添着炭） 2,250

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）2,025 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 2,025

20  荒川中継ポンプ場脱臭設備 荒川中継ポンプ場 中性ガス用（添着炭） 400

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）400 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 400

21  三崎中継ポンプ場脱臭設備 三崎中継ポンプ場 中性ガス用（添着炭） 686

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動）686 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 686

22  指扇中継ポンプ場脱臭設備 指扇中継ポンプ場 中性ガス用（添着炭） 381

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動） 381 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 381

23  芝中継ポンプ場脱臭設備 芝中継ポンプ場 中性ガス用（添着炭） 870

(ヤシ殻系破砕炭) 酸性ガス用（添着炭） （下段へ移動） 870 交換なし

酸性ガス用（添着炭） 870

ヨウ素（添着炭） 423

合計 172,984

契約日～1月 検 検

契約日～1月 検

検

契約日～1月 検

検

契約日～1月 検

検

契約日～1月 検

検 検契約日～1月

検

契約日～1月

契約日～1月 検

検 検

検

契約日～
10月

および2月
検 検

備考

契約日～1月 検

契約日～1月

検

検 検

購入
（交換）
希望時期

交換後

臭気測定

脱臭用活性炭　納入場所及び納入数量一覧

№ 種　　　類名　称・場　所

※日進中継ポンプ場の使用済み活性炭は中性ガス用（650kg),酸性ガス用(1,500kg)



別紙-４ 既存活性炭の納入時の性状 

１－１ 活性炭（ヤシ殻系 破砕炭） 

（１） 中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 510ｇ/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 97.8％ 

３ 硬度  98.3％ 

４ 硫化メチル吸着量 4.4％ 

 

（２） 酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 510ｇ/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 98.0％ 

３ 硬度 98.1％ 

４ 硫化水素吸着量 39.5％ 

 

（３） ヨウ素活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 520ｇ/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 98.9％ 

３ 硬度 98.3％ 

４ 硫化メチル吸着量 6.0％ 

５ 硫化水素吸着量 45.0％ 

 

１－２ 活性炭（ヤシ殻系 ペレット） 

（１） 中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 510ｇ/L 

２ 粒度 4～6 メッシュ 98.0％ 

３ 硬度 99.6％ 

４ 硫化メチル吸着量 7.6％ 

 

（２） 酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 510ｇ/L 

２ 粒度 4～6 メッシュ 97.8％ 

３ 硬度 99.6％ 

４ 硫化水素吸着量 39.5％ 

 



図　面　名

荒川水循環センター全体平面図

沈砂池脱臭装置　機器図

管理本館排気塔脱臭装置　機器図

1系脱臭装置　機器図

2系脱臭装置　機器図

3系脱臭装置　機器図

4系脱臭装置　機器図

5系脱臭装置　機器図

6系脱臭装置　機器図

7系脱臭装置　機器図

8系脱臭装置　機器図

雨水沈殿池脱臭装置　機器図

第2汚泥脱水機棟脱臭装置　機器図

第2汚泥脱水機棟電気室給気浄化設備　機器図

第2汚泥脱水機棟コンベア室脱臭設備　機器図

重力濃縮槽脱臭装置　断面図

重力濃縮電気室給気浄化設備　機器図

日進中継ポンプ場　位置図

日進中継ポンプ場脱臭装置　機器図

鴨川中継ポンプ場　位置図

鴨川中継ポンプ場脱臭装置　機器図

南部中継ポンプ場　位置図

南部中継ポンプ場脱臭装置　機器図

荒川中継ポンプ場　位置図

荒川中継ポンプ場脱臭装置　機器図

三崎中継ポンプ場　位置図

三崎中継ポンプ場脱臭装置　機器図

指扇中継ポンプ場　位置図

指扇中継ポンプ場脱臭装置　機器図

芝中継ポンプ場　位置図

芝中継ポンプ場脱臭装置　機器図（１）

芝中継ポンプ場脱臭装置　機器図（２）３２

１０

１５

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

３１

２６

２７

２８

図　面　一　覧　表

図　番

１

２

３

２９

３０

４

５

６

７

８

１１

９

１２

１３

１４

１６



対象箇所

図番１　荒川水循環センター全体平面図



沈砂池脱臭装置

図番２　沈砂池脱臭装置　機器図



管理本館排気棟脱臭装置

図番３　管理本館排気棟脱臭装置　機器図



1系脱臭装置

図番４　1系脱臭装置　機器図



2系脱臭装置

図番５　2系脱臭装置　機器図



3系脱臭装置

図番６　3系脱臭装置　機器図



4系脱臭装置

図番７　4系脱臭装置　機器図



5系脱臭装置

図番８　5系脱臭装置　機器図



6系脱臭装置

図番９　6系脱臭装置　機器図



６系活性炭吸着

７系脱臭装置

図番１０　7系脱臭装置　機器図



８系脱臭装置

図番１１　8系脱臭装置　機器図



雨水沈殿池脱臭装置

図番１２　雨水沈殿池脱臭装置　機器図



第２汚泥脱水機棟

図番１３　第２汚泥脱水機棟脱臭装置　機器図



第２汚泥脱水機棟（２・３階電気室用）

図番１４　第２汚泥脱水機棟電気室給気浄化設備　機器図



第２汚泥脱水機棟（コンベヤ室用）

図番１５　第２汚泥脱水機棟コンベア室脱臭設備　機器図



重力濃縮槽脱臭装置　断面図図番 16



重力濃縮（電気室用）

図番１６　重力濃縮電気室給気浄化設備　機器図

重力濃縮電気室給気浄化設備　機器図図番 17



日進中継ポンプ場

(さいたま市北区日進町地内）

図番１７　日進中継ポンプ場　位置図日進中継ポンプ場　位置図図番 18



日進中継ポンプ場

図番１８　日進中継ポンプ場脱臭装置　機器図

日進中継ポンプ場脱臭装置　機器図図番 19



鴨川中継ポンプ場

(さいたま市大宮区三橋地内）

図番１９　鴨川中継ポンプ場　位置図

鴨川中継ポンプ場　位置図図番 20



鴨川中継ポンプ場

図番２０　鴨川中継ポンプ場脱臭装置　機器図

鴨川中継ポンプ場脱臭装置　機器図図番 21



南部中継ポンプ場

(さいたま市南区辻地内）

南部中継ポンプ場　位置図図番 22



南部中継ポンプ場

南部中継ポンプ場脱臭装置　機器図図番 23



荒川中継ポンプ場

(さいたま市桜区田島地内）

荒川中継ポンプ場　位置図図番 24



荒川中継ポンプ場

荒川中継ポンプ場脱臭装置　機器図図番 25



三崎中継ポンプ場

(さいたま市浦和区三崎地内）

三崎中継ポンプ場　位置図図番 26



三崎中継ポンプ場

三崎中継ポンプ場脱臭装置　機器図図番 27



指扇中継ポンプ場

(さいたま市西区宝来地内）

指扇中継ポンプ場　位置図図番 28



指扇中継ポンプ場

指扇中継ポンプ場

指扇中継ポンプ場脱臭装置　機器図図番 29



芝中継ポンプ場

（川口市芝下地内）

芝中継ポンプ場　位置図図番 30



芝中継ポンプ場脱臭装置（１）

芝中継ポンプ場脱臭装置　機器図（１）図番 31



芝中継ポンプ場脱臭装置（２）

芝中継ポンプ場脱臭装置　機器図（２）図番 32


